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　鯉のぼりが上がったこの日、鯉のぼりの

下の砂場で遊んでいた子どもたち。とっさ

に吹いた風に鯉のぼりが空へ舞い上がった。

大好きな砂あそびの手を休め見入っていま

した。（4/15  中央保育園）

あっ風だ ！ ！
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〔アメリカ合衆国マドラス市ホームステイ体験記〕

異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化のののののののののののののののののののののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中でででででででででででででででででででででででででででででででで得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝もももももももももももももももももももももももももももももももものののののののののののののののののののののののののののののののの異文化の中で得た宝もの

　今年で５回目となる姉妹都市オレゴン州マドラス市への高校

生ホームステイ派遣事業が、3月12日から23日までの12日間、

市内在住の高校生３名と引率者２名（友好協会員）の合計５名

が参加して実施されました。

　ホームステイでは、ホストファミリーをはじめマドラス市の

皆さんに、アットホームな雰囲気の中、とてもあたたかく迎え

入れていただき、アメリカの生活スタイルを満喫しました。

　また、マドラス市滞在中は、現地のマドラス高校へ３日間通

い、地元の高校生と一緒に授業を受け、その校風やカリキュラ

ムを肌で体験した他、休日にはホストファミリーと過ごすなど、

有意義な交流が図られました。

　高校生たちが、異文化に飛び込み、たくさんの体験をし、言

葉の壁を乗り越えて伝えようと頑張ってきた12日間。それぞ

れの思いを体験記として書いていただきましたので、ご覧くだ

さい。

★あなたも国際交流の一翼を！★

　今後も高校生だけでなく、夏休みには中学生のホームステイ

も実施します。また、多くの皆さんに｢アメリカ姉妹都市友好

協会｣に加入していただき、国際交流の一翼を担っていただけ

たらと考えています。

●問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　�64－5885

　マドラス市
　　　ホームステイスケジュール
３／１２ （木）　上田→成田→（所要時間８時間）→

ポートランド着→ビーバートン高校
での研修【ポートランド泊】

　　１３ （金）　ポートランド州立大学の見学、マド
ラス市へ→ホストファミリーと合流
【各家庭へ】

　　１４ （土）　姉妹都市委員長コーティン氏による
マドラス市内外観光（スミス・ロッ
ク州立公園、「オレゴンから愛」の舞
台など）

　　１５ （日）　ホストファミリーと過ごす
　　１６ （月）　マドラス高校での授業、各種アク
　～１８ （水）　ティビティーに参加
　　　　　　（１８／夜　お別れ会）
　　１９ （木）　マドラス市→サンフランシスコへ移

動
　　２０ （金）　サンフランシスコ市内見学（ゴール

デンゲートブリッジなど）
　　２１ （土）　サンフランシスコ市内見学（公共交

通機関を使い自由散策）
　　２２ （日）　サンフランシスコ発（機内泊）
　　２３ （月）　成田着→東京駅→上田駅（解散）

▲サンフランシスコ市街 ▲マドラス高校にて

引

率

者

の

声

　

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
あ
の　

日
１２

間
が
愛
お
し
く
宝
物
の
よ
う
に
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　

た
だ
の
お
楽
し
み
旅
行
に
あ
ら

ず
、
し
か
も
英
語
オ
ン
リ
ー
の
異

国
の
夜
は
疲
れ
て
日
記
を
書
く
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
な

ん
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
日
々

だ
っ
た
こ
と
か
!

　

東
御
市
の
代
表
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
私
た
ち
は
東
御
市
か

ら
一
生
も
の
の
体
験
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
ま
で
に
な
い
文
化
や
生
活
の

違
い
の
中
で
、
高
校
生
た
ち
の
笑

顔
が
日
々
輝
い
て
い
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

　

こ
の
旅
で
得
た
経
験
を
大
切
に

し
て
、
彼
女
達
と
一
緒
に
成
長
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 坂  田   佳  江 さん
さか た よし え

（御牧原南部）

 依  田   真  理  子 さん
よ だ ま り こ

（本海野）
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とうみ

　私にとってこのホームステイは、

多くのことを得ることでき、高校生

活の中で最も貴重な体験をする良い

機会になりました。文化も言葉も異

なるこの異国でたくさんの人と出会い交流することが

できたことは、私のこれからの人生に役立つと思いま

す。

　ホストファミリーと対面した日は、不安と緊張で戸

惑いを感じていましたが、積極的に話しかけてくれる

ファミリーや学校の友達にとても救われ、次第に私も

打ち解け言葉だけでなくジェスチャーや表情を使って

コミュニケーションをとれるようになりました。

　何事にも積極的に取り組む姿勢の大切さを学び、

「控えめが美徳」とされる日本の文化との違いを実感

しました。

　このような機会を与えていただいたことに感謝し、

これをきっかけに姉妹都市マドラスとの友好のお手伝

いをしていけたらと思います。

　今回初めてホームステイに参加さ

せていただきました。

　ホストファミリーと初めて対面し

たときは、自分の英語力の無さと、

ホストファミリーの話す英語が学校のリスニングと本

当に比べ物にならないくらい早く聞き取れず、苦しく

て早く帰りたい気持ちでいっぱいでした。

　私は、ほとんど単語とジェスチャーと表情で思いを

伝えました。

　学校にも通い、友達もできました！言葉がなくても

コミュニケーションが取れたことに感動しました。

ポートランド州立大学へ行ったとき、「英語で何を話し

たいか」より「誰と話したいか」を大事にした方が２ヶ

国語を話せるようになりやすいという話を聞きました。

　学校に通ってできた友達や、ホストファミリーと

もっとお話がしたいです�もっと英語を勉強してから

また会いに行きたいです。

　ありがとうございました。

あなたと話したい!!

　　　　 福  島   紗  奈  子 さん（寺坂）
ふく しま さ な こ

貴重な体験

　　　　宮   �
みや

    
ざき

 沙  紀 さん（本海野）
さ き

Across the Pacific
　　　　 清  水   友  美 さん（新屋）

し みず とも み

　長時間のフライトを経て、そのま
ま私たちが訪れたのはBHS（ビー
バートンハイスクール）。
　参加した日本語の授業は異言語で
コミュニケーションをとる初めての経験になった。そ
んな中、私が驚いたのは彼らと私たちの決定的な違
い・・・本質的な性格の違いだった。
　彼らの間には男女の、学年の、そして国の壁が全く
見えなかったからだ。同時に私は日本の壁だらけの人
間関係にがっかりしてしまった。私たちに必要なこと
は誰かに左右されることではなく、誰かと依存しあう
ことでもなく、自身で考えることの出来る真の思考力
でないだろうか。日本とアメリカ、この国々は異国な
のだからもちろん、たくさんの「違い」がある。しか
し、そこにはどちらが正しいかというような区別は必
要ないのだ。大切なことは違いから何かを学び取るこ
と。だから私は、自立する強さを身につけたいと思う
と同時に、日本の常に気遣いを忘れない柔らかな心や
美しい規律をも大切にしたい。
　今回の旅で、自分の受け身がちな姿勢をふがいなく
感じたり、それでもこんなつたない英語でも案外会話
できるという喜びを知ったりと、「旅をすることはそ
の地を知ると共に自身を知ることになる」・・・。ポー
トランド州立大学でお聞きしたこの言葉の通り、私は
また大きく成長することができたように思う。この体
験はいつまでも心に残る、大きな糧となるだろう。
　最後に、このような素晴らしい機会を与えていただ
いたことに感謝申し上げます。
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●
今
後
の
主
な
取
り
組
み

◆
高
齢
者
福
祉
事
業

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で

安
心
し
た
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
従
来
の
事
業
に
加
え
、　

時
間
体

２４

制
で
の
困
り
ご
と
の
解
消
、
在
宅
推
進
の

た
め
の
介
護
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
介
護
予
防
事
業

　

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
で
き
る
限

り
防
ぐ
た
め
、
各
区
公
民
館
等
に
お
け
る

足
腰
教
室
・
運
動
を
始
め
、
定
期
的
な
介

護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

◆
認
知
症
高
齢
者
事
業

　

各
区
公
民
館
等
に
お
い
て
認
知
症
予
防

講
座
を
行
う
ほ
か
、
認
知
症
に
つ
い
て
地

域
住
民
へ
の
広
報
啓
発
、
認
知
症
高
齢
者

と
家
族
の
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

◆
介
護
施
設
整
備

　

施
設
入
所
待
機
者
に
対
応
す
る
た
め
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
や
、
在
宅

介
護
を
支
援
す
る
た
め
の
短
期
入
所
生
活

介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
整
備
を
支

援
・
推
進
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
3
年
間
の
老
人
福
祉

２１

計
画
・
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
に
当
た
り
、
東
御
市
老
人
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
懇
話
会
で
検
討

が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

東
御
市
の
高
齢
化
率
は　

・
5
％
（
平

２３

成　

年
9
月
末
現
在
）
で
す
が
、
今
後
も

２０
上
昇
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
介
護
予
防
事

業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
や
介
護
施
設
の
整
備
等
を

行
い
ま
す
。

 
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
及
び

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
額
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
額
は
、
と
も
に
平
成

１９

　

年
度
の
約
2
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１２
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とうみ

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
介
護

２１

２３

保
険
会
計
を
適
正
に
運
営
し
て
い
く
に
当

た
り
、
今
後
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

の
増
加
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
増

加
、
ま
た
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の

た
め
の
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、 介
護
保
険
料
上
昇
額
の

　
　
　

軽
減
を
図
り
ま
し
た

○
国
の
特
例
交
付
金
に
よ
り
、
介
護
報
酬

　

改
定
に
伴
う
保
険
料
上
昇
額
を
軽
減

　

介
護
に
従
事
す
る
方
の
処
遇
を
改
善
す

る
た
め
、
長
野
県
下
に
お
い
て
は
介
護
報

酬
が
2
・
8
％
増
額
改
定
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す

る
た
め
、
国
の
特
例
交
付
金
に
よ
り
、　

２１

年
度
か
ら
3
年
間
介
護
保
険
料
の
上
昇
額

が
２
分
の
１
に
軽
減
と
な
り
ま
す
。（
特

例
交
付
金
は
3
年
間
で
1
5
8
0
万
円
）

○
市
介
護
保
険
支
払
準
備
基
金
か
ら
取
り

　

崩
し
て
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制

　

市
介
護
保
険
支
払
準
備
基
金
か
ら
5
5

0
0
万
円
を
取
り
崩
し
、
3
年
間
の
介
護

保
険
料
に
充
て
ま
す
。

２
、 介
護
保
険
料
は

　
 

市
町
村
ご
と
に
保
険
料
の

　
 

基
準
額
が
決
ま
り
ま
す

　
　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
市
の
介

６５
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算

出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
本
人

と
世
帯
の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
て
段

階
的
に
決
定
し
ま
す
。

   
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者

本
人
や
世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

  
第
1
号
被
保
険
者 （　

歳
以
上
の
方
） 
の

６５

　
  
介
護
保
険
料
が
見
直
し
に
な
り
ま
す

　
　
　

〜
介
護
保
険
は
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
〜

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

福
祉
課　

高
齢
者
係　

�　

－

８
８
８
８

６４

●段階ごとの年額保険料

保険料年額
（21～23年度）

対　　　　　象　　　　　者所得段階

22,600円
・生活保護を受けている人

・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人
第１段階

30,100円
世帯全員が住民税非課税で、本人の前年の合計所得金額＋課税

年金収入額が80万円以下の人
第２段階

37,600円世帯全員が住民税非課税で、第2段階以外の人第３段階

50,200円
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税

の人
第４段階

65,200円本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の人第５段階

80,300円
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上400

万円未満の人
第６段階

92,800円本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が400万円以上の人第７段階

※東御市では、第4段階が基準額となります。
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上
水
道
緊
急
時
の
給
水
相
互
支
援

  
小
諸
市
と
協
定
締
結

　

３
月　

日
、
東
御
市
と
小
諸
市
は
、
両

２５

市
境
で
配
水
管
の
接
続
を
行
い
、
ど
ち
ら

か
で
断
水
が
発
生
し
た
際
、
給
水
支
援
を

行
う
上
水
道
緊
急
時
の
給
水
相
互
支
援
協

定
の
調
印
を
東
御
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

小
諸
市
の
芹
沢
勤
市
長
と
花
岡
市
長
が
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
配
水
管
の

接
続
予
定
場
所
は
、
両
市
が
接
す
る
赤
岩

と
小
諸
市
芝
生
田
の
国
道　

号
線
南
側
の

１８

平
沢
橋
付
近
で
す
。
給
水
対
象
地
区
は
東

御
市
が
赤
岩
、
片
羽
の
２
３
０
戸
、
小
諸

市
が
芝
生
田
の
１
６
０
戸
で
、
断
水
の
際

の
緊
急
時
に
相
互
ど
ち
ら
か
が
配
水
を
行

い
ま
す
。

　

調
印
後
、
小
諸
市
の
芹
沢
市
長
は
「
い

ざ
と
い
う
時
の
安
心
安
全
の
た
め
、
万
が

一
に
備
え
、
相
互
で
給
水
が
で
き
る
。
お

互
い
に
補
い
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
花

岡
市
長
は
「
市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、

両
市
で
手
を
携
え
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
配
水
管
の
接
続
工
事
完
了
は　

月
ご

１０

ろ
の
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
上
田
市
と
も
同
様
の
協

定
を
昨
年　

月
１
日
付
け
で
締
結
し
て
お

１０

り
、
同　

月
に
接
続
工
事
も
完
了
し
て
い

１２

ま
す
。
本
海
野
、
西
海
野
区
５
３
１
戸
、

上
田
市
側
は
大
屋
５
０
０
戸
の
緊
急
時
に

備
え
ま
す
。

▲協定書を取り交わし握手する芹沢市長と花岡市長

▲接続予定地の平沢橋

　

「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
（
森
林

税
）」
と
「
緑
の
募
金
」
は
、
ど
こ
が
違
う

の
？
？
？

　
　
　

な
ぜ
、
森
林
税
が
必
要
な
の
で
す

　
　
　

か
？

　
　
　

緑
豊
か
な
森
林
は
、
土
砂
災
害
や

　
　
　

洪
水
の
防
止
、
水
や
空
気
を
育
み
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献
す
る
な
ど

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
里
山
（
民
有
林
）
の

多
く
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
、
緊
急
に
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
先
送
り
の
で

き
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
森
林
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、

森
林
税
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

森
林
税
は
当

面
、
平
成　

年
２０

４
月
１
日
か
ら

５
年
間
、
そ
の

後
制
度
の
点
検

・
見
直
し
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

森
林
税
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

　
　
　

る
の
で
す
か
？

　
　
　

森
林
税
は
、
隣
接
す
る
里
山
所
有

　
　
　

者
の
同
意
を
得
て
一
定
規
模
の
間

伐
面
積
を
集
約
し
、
集
落
周
辺
の
里
山
の

間
伐
な
ど
森
林
整
備
を
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
。
ま
た
、
森
林
整
備
を
担
う
人
材
の

育
成
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
税
を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

透
明
性
・
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
地
域

会
議
等
で
事

業
成
果
の
検

証
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の

内
容
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公

表
し
て
い
ま

す
。

　
　
　

緑
の
募
金
は
、
何
に
使
う
の
で
す

　
　
　

か
？

　
　
　

緑
の
募
金
は
、
豊
か
な
緑
の
あ
る

　
　
　

環
境
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。
地
域
を
緑
化
す
る
た
め

苗
木
の
配
布
を
行
う
ほ
か
、
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
の
緑
化
を
推
進
し
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
支
援
や
「
み
ど
り
の
少

年
団
」
の
育
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
緑
を
は
ぐ
く
む
た

め
、
健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課　
 
�　

－

７
１
３
７

２５

　

市
役
所
農
林
課
耕
地
林
務
係 
�　

－

５
８
９
４

６４

健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な

 
健
全
な
森
林
の
保
全
と
緑
豊
か
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に

 
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に

A1Q2A2

Q3A3

Q1
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平成21年度 各区の公民館事業等を運営していただく、
分館長の皆さんをご紹介します

　※◎は地区分館長会会長、○は地区分館長会副会長 （敬称略）

氏　　　名分館名

山　本　今朝光加　　沢

田　

中　

地　

区

　渡　辺　　　明　常　　田

◎小　林　直　樹　田　　中

横　尾　和　俊県

関　　　央　幸本 海 野

鉄　矢　美紀雄西 海 野

○原　　　昭　雄　白 鳥 台

齋　藤　俊　雄城 ノ 前

田　口　勝　雄赤　　岩

滋　
　

野　
　

地　
　

区

◎荻　原　　　薫　片　　羽

寺　島　章　人桜　　井

○長　岡　利　幸　大　　石

若　林　正　昭中 屋 敷

小川原　　　亮別　　府

荻　原　智　芳原　　口

上　原　正　行聖

鳥　居　久　憲乙 女 平

相　場　修　一王 子 平

半　田　一　三奈 良 原祢 
津 
地 
区

小　山　　　敦横　　堰

中　村　静　真新　　張

花　岡　豊　一出　　場

氏　　　名分館名

山　田　　　真上八重原

北　
　
　
　

御　
　
　
　

牧　
　
　
　

地　
　
　
　

区

内　田　恒　康田 楽 平

岩　下　久　雄中八重原

白　倉　浩　司山　　崎

依　田　政　雄下八重原西部

笹　平　員　弘下八重原東部

古　川　和　広芸術むら

宮　沢　　　誠白　　樺

中　山　千久雄切 久 保

渡　邉　守　幸八 反 田

小宮山　恒　夫本下之城

井　出　藤　男田 之 尻

◎柄　澤　　　実　宮

平　賀　文　男畔　　田

中　村　一　夫御牧原南部

小　林　康　孝御牧原北部

山　浦　　　亮御 牧 台

赤　尾　　　元布　　下

○小　泉　幸　保　常　　満

高　橋　　　保島 川 原

白　倉　大　直大 日 向

小　林　　　仁光 ケ 丘

駒　沢　袈裟利羽 毛 山

渡　辺　秀　治郷仕川原

宮　坂　正　雄牧 ケ 原

氏　　　名分館名

中　沢　正　彦金　　井

祢　

津　

地　

区

竹　内　秀　樹新　　屋

金　井　　　貢東　　町

柳　橋　琢　夫西　　宮

○若　林　園　生　滝 の 沢

◎北　澤　宗　男　姫 子 沢

舩　田　武　志祢 津 南

金　井　卓　也伊 勢 原

◎田　中　貞　見　東 上 田

和　
　
　
　
　

地　
　
　
　
　

区

○清　水　正　博　田　　沢

出　沢　　　彰大　　川

鷹野原　秀　實栗　　林

五十嵐　賢　郎海 善 寺

齋　藤　新　一曽　　根

千　野　正　隆海善寺北

堀　　　芳　春東 深 井

金　井　　　正西 深 井

城　田　秀　雄東　　入

小　山　正　美西　　入

桑　原　善　宣日向が丘

中　村　道　雄寺　　坂

町　田　佳　彦睦

公
民
館
長

・ 
今 

い
ま 

泉 
い
ず
み　
 
正 
毅
   

（
中
央
公
民
館
）

ま
さ 
と
し

社
会
教
育
指
導
員

・ 
荒  
木 　
　

正

あ
ら 

き

   

（
中
央
公
民
館
）

た
だ
し

　
　

男
女
共
同
参
画

　
　

田
中
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
市  
川 　
 
正  
臣 

い
ち 

か
わ 

ま
さ 

お
み

　
　

（
滋
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

滋
野
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
堀  
口 　
 
雅 
人
   

（
祢
津
公
民
館
）

ほ
り 
ぐ
ち 

ま
さ 
ひ
と

　
　

祢
津
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
山  
嵜 　
 
義  
人 

や
ま 
ざ
き 

よ
し 

と

　
　

（
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
　

和
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
山  
浦 　
 
千 

や
ま 
う
ら 

ち 
明 
（
北
御
牧
公
民
館
）

あ
き

　
　

北
御
牧
地
区
生
涯
学
習
担
当

・ 
土  
屋 　
 
文  
彦 

つ
ち 

や 

ふ
み 
ひ
こ

　
　

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　

人
権
同
和
教
育
担
当

指
導
主
事

・ 
下 

し
も 

條 
じ
ょ
う　
 
貞  
昭 

さ
だ 
あ
き

　
　

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　
　

学
校
教
育
指
導
主
事

　
　

教
育
相
談
員

図
書
館
長

・ 
竹  
内 　
 
茂  
一 

た
け 
う
ち 

し
げ 
か
ず

行
政
相
談
委
員

　

行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を

お
聴
き
し
、
そ
の
実
現
や
解
決
に

応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
田  
中 　
　

た 

な
か

 
透 

と
お
る

　
　

東
部
地
区
担
当

・ 
青  
木 　
 
英  
昭 

あ
お 

き 

ひ
で 
あ
き

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

人
権
擁
護
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近
隣
で
の

困
り
ご
と
な
ど
）
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・ 
柳 

や
な
ぎ 

澤 　
 
光  
彦 

さ
わ 

み
つ 
ひ
こ

　
　

田
中
地
区
担
当

・ 
今 

い
ま 

泉 　
い
ず
み

 
叡 

え
い 

子 こ

　
　

田
中
地
区
担
当

・ 
岡  
本 　
 
眞  
一 

お
か 
も
と 

し
ん 
い
ち

　
　

滋
野
地
区
担
当

・ 
山  
越 　
 
貞  
彦 

や
ま 
こ
し 

さ
だ 
ひ
こ

　
　

祢
津
地
区
担
当

・ 
山  
丸 　
 
洋  
子 

や
ま 
ま
る 

よ
う 

こ

　
　

和
地
区
担
当

・ 
村  
田 　
 
尚  
志 

む
ら 

た 

た
か 

し

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
宮  
坂 　
 
秀  
明 

み
や 
さ
か 

ひ
で 
あ
き

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

・ 
山  
浦  
美  
枝  
子 

や
ま 
う
ら 

み 

え 

こ

　
　

北
御
牧
地
区
担
当

 
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　

生
涯
学
習
を
は
じ
め
、
人
権
同
和
教
育
、
教
育
、
保
育
、
青
少
年
育

成
活
動
な
ど
の
推
進
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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交
通
少
年
団
で
の
思
い
出

　

期　

竹
内　

羽
衣
音　

２９

交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故
００００００００００
をををををををををを
目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指
しししししししししし
てててててててててて

  
交
通
事
故
０
を
目
指
し
て

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
東東東東東東東東東東
御御御御御御御御御御
市市市市市市市市市市
交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
団団団団団団団団団団
のののののののののの
活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　
　
　

〜
東
御
市
交
通
少
年
団
の
活
動
〜

　

東
御
市
交
通
少
年
団
は
、
市
内
小
学
校

の
５
・
６
年
生　

名
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

５０

小
学
校
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
啓

発
活
動
の
た
め
に
、
交
通
安
全
協
会
と
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し

て
、
夏
休
み
期
間
中
は
道
の
駅
な
ど
で
ド

ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手

渡
す
「
交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦
」
や
交
通

安
全
施
設
等
へ
の
視
察
研
修
、
夜
間
の
歩

行
者
の
安
全
確
保
を
す
る
た
め
、
靴
の
か

か
と
に
反
射
シ
ー
ル
を
貼
る
「
ピ
カ
ピ
カ

ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦
」
な
ど
で
す
。
活
動
を

通
し
、
団
員
自
身
も
交
通
ル
ー
ル
の
重
要

性
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を
誰
よ

り
も
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
交
通
安
全
の
知
識
や
規
律
正

し
い
行
動
を
学
び
、
市
内
の
交
通
事
故
が

１
件
で
も
多
く
減
る
よ
う
に
、
交
通
安
全

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
退
団
し
た

団
員
の
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
思

い
出
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

交
通
少
年
団
の
想
い
を
受
け
と
め
て
い

た
だ
き
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
少
年
団
委
嘱
式

　

４
月　

日
、
勤
労
者
会
館
に
お
い
て
新

１８

入
団
員　

名
を
迎
え
委
嘱
式
を
行
い
ま
し

２５

た
。
式
終
了
後
に
は
、
交
番
所
長
さ
ん
か

ら
交
通
安
全
の
話
を
聞
き
、
交
通
安
全
協

会
役
員
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
規
律
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ
ロロロロロロロロロロ
ゼ
ロ

　

私
は
、
5
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
2
年

間
、
交
通
少
年
団
の
活
動
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
思
い
出
に
残
っ
た

事
は
、
ま
ず
、
5
年
生
の
時
の
「
ピ
カ
ピ

カ
ペ
ッ
タ
ン
コ
作
戦
」
で
す
。
今
年
は
、

家
の
用
事
が
あ
っ
て
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
シ
ー
ル
を
持
っ
て
、
ス
ー
パ
ー
に
い
る

人
に
配
り
ま
し
た
。
シ
ー
ル
は
夜
に
光
る

シ
ー
ル
な
の
で
、「
夜
、
外
を
歩
く
と
き
に

付
け
て
交
通
事
故
が
少
な
く
な
る
と
い
い

な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
道
の
駅
で
1
つ
1
つ
書
い

た
手
紙
と
、
ぼ
う
し
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

入
れ
た
パ
ッ
ク
を
道
の
駅
に
来
た
人
達
に

配
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
雨
が
ふ
っ
て
い

た
の
で
、
人
が
少
な
く
て
大
変
で
し
た
。

1
つ
1
つ
自
分
で
考
え
た
文
章
の
手
紙
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
わ
た
し
た
の
で
、

「
こ
れ
で
交
通
安
全
に
み
ん
な
が
気
を
つ

け
て
事
故
が
少
な
く
な
る
と
い
い
な
あ
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
6
年
生
の
活
動
で
思
い
出
に

残
っ
た
事
は
、
夏
の
研
修
で
す
。
去
年
は
、

私
の
習
い
事
の
つ
ご
う
で
行
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
は
参
加
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
研
修
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
は

よ
く
見
る
ふ
つ
う
の
型
の
物
と
、
普
通
の

車
に
見
え
る
け
れ
ど
ボ
タ
ン
を
お
す
と
、

パ
ト
カ
ー
の
上
の
ラ
イ
ト
が
出
て
く
る
お

も
し
ろ
い
型
の
物
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
い
は
ん
を
し
た
人
が
分

か
る
よ
う
に
、
ボ
タ
ン
を
お
す
と
そ
の
車

が
今
だ
し
て
い
る
ス
ピ
ー
ド
の
分
か
る
紙

が
出
て
き
ま
す
。「
す
ご
い
な
あ
」
と
、
私

は
少
し
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

建
物
の
中
に
入
っ
て
高
速
道
路
の
し
く
み

を
聞
き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
事
故

が
あ
っ
て
、
火
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
時
に

は
、
ト
ン
ネ
ル
の
上
か
ら
す
ご
い
勢
い
の

水
が
出
て
き
て
消
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
こ
の
2
年
間
、
と
っ
て
も
勉
強
に

な
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

▲市民まつりに安協連で参加

　  ▲夏の研修・高速道路交通警察隊
　  　松代管制室

▲訓練の成果「敬礼�」

▲花岡市長より新入団員に委嘱書が渡された
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とうみ

（２００９年５月）

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
変
形
性
膝
関
節
症

　
　
　

正
し
い
治
療
が
わ
か
る
本

…
…
黒
田　

栄
史
・
著

�
動
物
園
で
逢
い
ま
し
ょ
う
-

…
…
五
條　
　

瑛
・
著

�
蘭
陽
き
ら
ら
舞
…
…
高
橋　

克
彦
・
著

�
闇
の
陽
炎
衆
…
…
…
森
村　

誠
一
・
著

�
お
い
し
い
野
菜
づ
く
り

　

―
基
礎
の
基
礎
か
ら
よ
く
わ
か
る
―

…
…
…
五
十
嵐　

透
・
著

◆
児
童
書

� 
ど
っ
か
ら
た
べ
よ
う

　

…
…
井
上　

洋
介
・
文

�
ぞ
く
ぞ
く
村
の

　
　
　

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
ベ
ラ
さ
ん

…
…
末
吉　

暁
子
・
作

�
た
ま
ご
を
こ
ん
こ
ん
こ
ん

…
…
あ
か
ま　

あ
き
こ
・
絵

�
か
ぜ
が
は
こ
ん
だ
お
と
し
も
の

…
…
か
さ
い　

ま
り
・
作

�
う
さ
ぎ
こ
わ
ー
い…

…
松
橋　

利
光
・
文

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

く
ま
の
子
に
よ
る

５
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

５
月　

日 （
土
）

１６

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

絵
本　
　

「
き
い
ろ
い
の
は
ち
ょ
う
ち
ょ
」

　
　
　
　
　

「
こ
ん
こ
ん
こ
ん
な
か
お
」
他

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　

「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

　

紙
芝
居　

「
り
ゅ
う
に
な
り
た
か
っ
た
へ
び
」

５
月
８
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

図
書
館
だ
よ
り

５
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

　

　

【
心
と
か
ら
だ
】

　

５
月
５
日
は
�こ
ど
も
の
日
�。
子
供

は
元
気
が
一
番
。

�
心
の
も
の
さ
し－

う
ち
の
校
長
先
生－

　
　

は
し
だ
て
え
つ
こ：

作
・
絵

銀
の
鈴
社

�
す
い
よ
う
び
く
ん
の
げ
ん
き
だ
ま

那
須
田　

淳：

文

エ
リ
ッ
ク
・
バ
ト
ゥ
ー：

絵

�
私
立
探
偵
・
麻
生
龍
太
郎

柴
田
よ
し
き：

著

　

角
川
書
店

　

償
い
き
れ
な
い
あ
の
時
の
あ
や
ま
ち
。

天
才
と
呼
ば
れ
た
男
・
麻
生
は
刑
事
と
い

う
職
を
捨
て
た
。
裏
社
会
で
生
き
よ
う
と

す
る
男
・
練
に
対
す
る
想
い
を
胸
に
秘
め
、

彼
は
探
偵
と
し
て
、
今
日
も
切
実
な
依
頼

と
向
か
い
合
う
…
。
連
作
ミ
ス
テ
リ
。

�
お
い
し
い
み
ず

片
山　
　

健：

作
・
絵

農
山
漁
村
文
化
協
会

　

い
つ
も
う
れ
し
い
、
み
ず
が
め
さ
ん
。

み
ず
が
め
さ
ん
の
お
い
し
い
み
ず
は
、
動

物
た
ち
が
飲
め
ば
飲
む
ほ
ど
、
尽
き
る
こ

と
な
く
湧
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、
見
た
こ
と
の
な
い
色
み
ず
の
み
ず
が

め
が
や
っ
て
き
て
…
。

閲
覧
室
・
読
書
会
室
で
の
飲
み
物
の

解
禁
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
閲
覧
室
・
読
書
会
室
に

お
い
て
、
栓
の
で
き
る
容
器
（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
水
筒
）
に
限
り
、
飲
み

物
を
お
飲
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
飲
食
に
よ
る
ゴ
ミ
の
置

き
忘
れ
が
多
か
っ
た
り
、
図
書
館
の

資
料
が
汚
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
館
内
で
の
飲
食
を

１９

禁
止
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
閲
覧
室

等
は
長
時
間
利
用
の
方
も
多
く
、
健

康
へ
の
配
慮
か
ら
水
分
補
給
が
で
き

る
よ
う
に
今
回
、
容
器
と
場
所
の
限

定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
飲
み
物
の

持
ち
込
み
が
で
き
る
よ
う
改
善
し
ま

し
た
。
空
き
ボ
ト
ル
は
必
ず
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

利
用
者
皆
さ
ん
が
気
持
よ
く
利
用
で

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
食
べ
物
を
摂
る
こ
と
は
、

引
き
続
き
全
館
禁
止
と
し
ま
す
。

購
入
雑
誌
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
市
立
図
書
館
の
購
入
雑

誌
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
雑
誌
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
を
参
考
に
変
更
し
た
も
の

で
、
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
週
刊
朝

日
・
月
刊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
３
誌
を
新
た

に
増
や
し
、
週
刊
文
春
を
止
め
る
も

の
で
す
。
こ
の
結
果
、
４
月
か
ら
の

購
入
雑
誌
は　

誌
に
な
り
ま
し
た
。

４６

5月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

21

987����

1615141312�10

2322212019�17

30�282726�24

31

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆
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誕生日おめでとう！（ 5 月生まれ）

 吉  池 　 洋 弓   ちゃん （御牧原北部）
よし いけ ひろ み

（１歳、H２０．５．１３生）

　まだまだ体は小さいけど、体の真ん中

にあるハートはとっても大きいよ。

　ひー、１歳の誕生日ありがとう�

 竹  田 　 青 以   くん（常田）
たけ だ あお い

（１歳、H２０．５．１４生）

　あおちゃん、お誕生日おめでとう！

　あおちゃんが産まれてからこの１年、

たくさんの笑顔と幸せをありがとう。

いっぱい食べて遊んで大きくなってね。

 相  馬 　
そう ま

 遼 
りょう

 太 郎   くん（西海野）
た ろう

 （１歳、H２０．５．１９生）

　遼ちゃん１歳のお誕生日おめでとう！

パパもママも遼ちゃんの笑顔が大好きだ

よ。これからもたくさん食べて、どんど

ん大きくなってね。

 依  田 　 悠 翔   くん（常田）
よ だ ゆう と

 （２歳、H１９．５．１３生）

　２歳のお誕生日オメデトウ�イタズラ

坊主の甘えん坊さん(笑)家族全員悠翔の

事が大好きダヨ�

　これからも笑顔満点☆元気１００倍！で

スクスク成長していってネッ��

 土  屋 　 翔 世   くん （桜井）
つち や かい せい

（１歳、H２０．５．１３生）

　１歳おめでとう。

　かい君の満面の笑みと大きな泣き声で

我が家はいつもにぎやかです。

　これからもすくすく大きくなってね。

 大  塚 　　蓮   くん（島川原）
おお つか れん

（１歳、H２０．５．１４生）

　１歳のお誕生日おめでとう�

　蓮のかわいい笑顔、かわいい寝顔にみ

んなとてもいやされているよ。たくさん

遊んで、たくさん食べて元気いっぱい大

きくなってね！

 六  川 　あやめちゃん（上八重原）
ろく がわ

 （１歳、H２０．５．１４生）

　お誕生日おめでとう！

　表情豊かなあやめの笑顔がみんな大好

きです。これからもいっぱい笑って泣い

て、大きくなぁれ。

 桜 
さくら

 井 　 菜  々  子   ちゃん（大石）
い な な こ

 （１歳、H２０．５．２９生）

　菜々ちゃん　そろそろ１歳になるねｖ

　たくさん食べて、たくさんあそんで元

気に育ってね�

 田  中 　 夢 彩   ちゃん（乙女平）
た なか め い

 （２歳、H１９．５．１４生）
　メイちゃん�２歳のお誕生日おめでと

う。毎日お姉ちゃんのマネを一生懸命し

ながら後をくっついて回ってる姿がすご

く可愛いくて大好きだよ。

　これからも元気なメイちゃんでいてね�

 小  沢 　 好 輝   くん （大石）
お ざわ よし き

（１歳、H２０．５．１生）

　よしちゃん、お誕生日おめでとう。こ

れからも元気で笑顔のステキなよしちゃ

んでいてね。

　一緒にXジャンプしようね!

 平  井 　 寧  々  花   ちゃん（片羽）
ひら い ね ね か

 （３歳、H１８．５．２生）

　３歳のお誕生日おめでとう。

　おしゃべり大好きで、いつも元気な

寧々花ちゃん。

　これからも明るくやさしい子に育って

ね。

 依  田 　 愛  優 香   ちゃん（加沢）
よ だ あ ゆ か

 （３歳、H１８．５．３生）
　あゆ、３歳のお誕生日おめでとう�
　いたずら大好きで怒られてばっかりだ
けど、まゆの面倒良く見てくれて一緒に
遊んでくれて助かります。人の心の分か
る優しい大人になって、これからもまゆ
といっぱい遊んで仲のいい姉妹でいて下
さい。

☆募集します!!☆　（対象者６月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、５月１２日 （火） 必着。
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とうみ

 小 
こ

 平 　　樹
だいら

   くん（睦）
いつき

 （３歳、H１８．５．１７生）

　いつも明るく元気な樹。３歳のお誕生

日おめでとう。

　これからも家族みんなの太陽でいてね。

れて煮る。
④具が煮えたらカットわかめを入れ、
みそで味をつけひと煮立ちしたら火
を止める。さやいんげんを入れ、彩
りよく盛り付ける。
※かんぴょ
うは低温
で保存し
ます。

かんぴょうを使ったおみそ汁

かんぴょう汁
�材料（６人分）
かんぴょう（戻したもの） ……… 40g
カットわかめ ……………………… ７g
にんじん …………………………… 15g

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

じゃがいも ………………………… 15g
さやいんげん ……………………… 15g
煮干し ……………………………… 7尾
水 ……………………………… ６カップ
みそ …………………………… 大さじ３

�作り方
①かんぴょうは水で戻し、５㎝ 長さに
切って結ぶ。

　にんじん、じゃがいもは花形に切る。
②さやいんげんは、ゆでて、斜め切り
にする。

③煮干しで取っただし汁の中に�を入

 成  澤 　 優 希   くん（西宮）
なる さわ ゆう き

 （３歳、H１８．５．４生）

　優くん３歳のお誕生日おめでとう�

　保育園で沢山お友達つくってネ＾o＾

ご飯もいーっぱい食べて大きくなあれ。

　優の笑顔が大好きだよ�

 田  中 　 莉 玖   くん（乙女平）
た なか り く

 （３歳、H１８．５．８生）

　Happy Birthday りっくん☆

　いつも妹の面倒をよくみてくれてあり

がとう。パパとママはみんなに優しい

りっくんが大好きだよ�

　このまま明るく元気な子に育ってね！

 関  本 　 壮 汰   くん（桜井）
せき もと そう た

 （３歳、H１８．５．９生）

　「かわいい」って褒めると「カッコイ

イでしょ」と言い直す壮ちゃん！もう３

歳だもんね。　おめでとう。

 大  塚 　 昊 輝   くん（リードリー鞍掛）
おお つか こう き

 （３歳、H１８．５．１４生）

　３歳の誕生日おめでとう�

　歌とダンスが大スキな昊輝。これから

も元気で優しいかっこいい男の子に育っ

てネ�

　

昨
年　

月
1
日
に
、
祢
津
小

１０

学
校
の
図
工
室
を
改
修
し
、
1

年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の　

名
１９

の
児
童
で
発
足
し
た
祢
津
児
童

ク
ラ
ブ
も
4
月
か
ら
新
し
く
1

年
生
も
加
わ
り
、
毎
日
元
気
な

声
が
児
童
ク
ラ
ブ
の
教
室
の
中

に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
下
校
時
間
が
過
ぎ
る

と
、
自
分
が
一
番
乗
り
と
ば
か

り
に
「
た
だ
い
ま
！
」
と
次
々

に
児
童
ク
ラ
ブ
の
玄
関
に
駆
け

込
ん
で
き
ま
す
。

　

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
全

員
大
好
き
。
宿
題
・
お
や
つ
が

済
む
と
、
小
学
校
の
広
い
体
育

館
で
は
全
員
で
鬼
ご
っ
こ
・
縄

跳
び
・
ボ
ー
ル
遊
び
・
の
ぼ
り

棒
・
の
ぼ
り
ロ
ー
プ
・
キ
ッ
ク

ス
ク
ー
タ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

遊
具
を
め
い
っ
ぱ
い

�

�

�

�

�

使
い
遊
び

回
り
ま
す
。
最
初
の
頃
は
遊
具

の
取
り
合
い
も
あ
っ
た
り
し
た

の
で
す
が
、
段
々
ル
ー
ル
が
守

れ
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
に

取
れ
る
よ
う
に
な
り
心
身
と
も

に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
戻
る
と
、
折
り
紙
・

ト
ラ
ン
プ
・
読
書
の
ほ
か
、
新

聞
紙
や
広
告
紙
で
好
き
な
物
を

作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
こ

と
を
し
な
が
ら
、
家
族
の
方
の

お
迎
え
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
々
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
話
し
合
い
を
行
い
、

お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
で
、

児
童
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、

良
い
友
達
関
係
を
築
き
楽
し
い

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
時
を
過
ご
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

▲手作りのスゴロクに夢中

▲３月、お別れ会。これからもずっと友達。

 竹  内 　 健 人   くん （大川）
たけ うち けん と

（３歳、H１８．５．２８生）

　おもしろくて、元気すぎる�健ちゃん。

毎日、保育園楽しいネ♪お姉ちゃんやお

友達と仲良～く遊ぼうね！

　３歳のお誕生日おめでとう�
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中
学
校
生
活
へ
の
抱
負

　
　
　
　

北
御
牧
中
学
校
１
年

　
 
小 こ 
林 

ば
や
し　
 
優 
子
   
　

ゆ
う 

こ

　

私
は
、
中
学
校
に
入
り
、「
い
よ

い
よ
中
学
生
だ
。」と
言
う
実
感
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三

年
間
で
や
り
と
げ
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
習
面
で
は
「
英
語
」

に
興
味
を
持
ち
、
日
常
生
活
に
使

う
言
葉
を
理
解
し
、
そ
し
て
自
分

で
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

　

「
部
活
動
」
に
お
い
て
は
、
一
回

一
回
に
目
標
を
も
ち
、
最
後
ま
で

楽
し
く
、
協
力
し
、
あ
き
ら
め
ず

に
や
り
と
げ
た
い
で
す
。

　

「
生
活
面
」
で
は
、
だ
れ
に
対
し

て
も
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
と
し
、

出
来
な
く
て
も
礼
は
必
ず
や
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
も
う
一
つ
、

私
は
小
学
校
で
や
り
た
か
っ
た
の

を
人
に
ゆ
ず
っ
て
し
ま
っ
た
事
が

あ
り
、
後
悔
を
し
て
し
ま
い
ま
し

　 
み
ん
な
が
笑
顔
の

　
　
　
　
　
　

児
童
会

　
　
　
　

祢
津
小
学
校
6
年

　
　
 
高  
藤 　
 
汐 
梨
   
　

た
か 
と
う 

し
お 

り

　

私
は
、
児
童
会
長
の
高
藤
汐
梨

で
す
。
私
は
祢
津
小
学
校
を
、
自

分
か
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
学
校
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
先
生
や
友
達
と

す
れ
ち
が
う
時
、
な
ん
の
あ
い
さ

つ
も
し
な
い
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま

う
と
、
相
手
も
自
分
も
と
て
も
い

や
な
気
持
ち
に
な
る
と
思
う
か
ら

で
す
。
で
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で

あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
、
相
手
も
自

分
も
と
て
も
い
い
気
持
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
で
先
頭
に
立
っ
て
あ

い
さ
つ
を
し
て
、
全
校
に
気
持
ち

の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
広
げ
て
い
き

た
。
な
の
で
、
や
り
た
い
こ
と
は

「
や
る
。」と
し
っ
か
り
言
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

学
べ
る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
を

し
、
三
年
間
、
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
の
ほ
か
に
も
う
一
つ

や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
学
校
に

こ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
児

童
集
会
で
の
楽
し
い
行
事
や
、
一

年
生
が
喜
び
そ
う
な
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
で
す
。
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
し
て
、
い
ろ
ん
な
学
年
の
人
と
、

た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
れ
ば
す

ば
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
目
標
を
全
校
の
み

ん
な
で
達
成
し
て
、
み
ん
な
の
笑

顔
が
輝
く
学
校
に
な
る
よ
う
に
、

六
年
生
全
員
と
力
を
合
わ
せ
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ごごごごごごごごごご
入入入入入入入入入入
園園園園園園園園園園
ごごごごごごごごごご
入入入入入入入入入入
学学学学学学学学学学
おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

ご
入
園
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

4
月
2
日
市
内
各
保
育
園
で
入

園
式
が
行
わ
れ
、
1
7
3
名
が
入

園
し
ま
し
た
。
ま
た
4
日
に
は
各

中
学
校
で
、
5
日
に
各
小
学
校
で

入
学
式
が
行
わ
れ
中
学
生
3
4
5

名
、
小
学
生
2
9
7
名
が
入
学
し

ま
し
た
。

　

中
央
保
育
園
で
は
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
登
園

し
た
新
入
園
児
た
ち
が
、
先
生
た

ち
の
歌
に
聞
き
入
り
、
時
に
は
一

緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
御
牧
小
学
校
で
は
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
「
ド
キ
ド
キ

ド
ン
！
１
ね
ん
せ
い
」
の
歌
を
元

気
に
披
露
し
、
2
年
生
の
呼
び
か

け
や
歌
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

東
部
中
学
校
で
は
、
保
護
者
や

2
・
3
年
生
の
盛
大
な
拍
手
を
受

け
な
が
ら
、
広
い
体
育
館
の
中
央

を
新
入
生
が
堂
々
と
入
場
し
、
勉

強
や
部
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
抱
負
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

肌
寒
い
気
候
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、「
早
く
新
し
い
生
活
に

慣
れ
て
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
先
輩
方
の
暖
か
い
歓
迎
の

言
葉
を
受
け
て
、
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

元気に名前が言えました
（中央保育園）

先生はじめまして
（北御牧小学校）

先ぱいの皆さんよろしくお願いし
ます（東部中学校）
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とうみ

（２００９年５月）

　

私
の
仕
事
先
（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ

ー
）
は
、
国
道　

号
線
の
田
中
の
交
差
点

１８

か
ら
続
く
坂
道
を
少
し
上
が
っ
た
右
側
に

あ
る
。
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
前
の
坂

道
を
登
り
つ
め
る
と
、
東
御
清
翔
高
等
学

校
の
校
門
が
あ
り
、
こ
の
道
で
は
朝
夕
に

高
校
生
が
登
下
校
す
る
姿
が
多
く
見
う
け

ら
れ
る
。
私
は
道
を
登
っ
て
登
校
し
、
道

を
下
っ
て
下
校
す
る
、
こ
ん
な
立
地
条
件

に
あ
る
学
校
が
と
て
も
好
き
だ
。
私
は
こ

の
坂
道
で
見
か
け
る
生
徒
さ
ん
に
は
必
ず

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
声
を
か
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
す
る
と
今
ま
で
一
度
も
会
っ

た
こ
と
の
な
い
生
徒
さ
ん
か
ら
も
あ
い
さ

つ
が
返
っ
て
く
る
。
生
徒
さ
ん
は
、
あ
い

さ
つ
を
す
る
私
の
顔
を
見
て
「
ど
こ
の
お

じ
さ
ん
か
な
」「
知
ら
な
い
人
だ
な
」
と
い

う
よ
う
な 
訝 
し
い
顔
に
な
る
こ
と
も
あ
る

い
ぶ
か

が
、
そ
ん
な
時
に
は
す
か
さ
ず
、
も
う
一

度
こ
ち
ら
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
る
。

す
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
さ
ん
が

再
び
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
る
。
不
思
議

な
も
の
だ
。
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
る
生

徒
さ
ん
の
顔
が
一
瞬
で
は
あ
る
が
、「
い

い
顔
」
に
な
る
。
こ
れ
は
私
だ
け
の
受
け

止
め
方
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
時
、
私
の

心
に
ポ
ッ
と
温
か
い
も
の
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
東
御
清
翔
高
等
学
校
の
生

徒
さ
ん
た
ち
の
す
ば
ら
し
さ
か
と
も
思
わ

れ
る
。

　

私
は
今
ま
で
も
こ
の
道
で
、
全
く
知
ら

な
い
人
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
相
手
か
ら

不
快
な
顔
を
さ
れ
た
り
叱
ら
れ
た
こ
と
は

な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
あ
い
さ
つ
に

は
不
思
議
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
た
。
短
い
あ
い
さ
つ
の
言
葉
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
・
こ
ん
に
ち
は
・
お
や
す

み
な
さ
い
」
等
に
は
、
相
手
の
心
に
届
く

心
地
良
い
何
か
が
内
包
さ
れ
て
い
る
に
ち

が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
合
っ
た
お
互
い
の
心
に
瞬
時
に
響
き
合

う
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
に
は
、
そ

れ
が
「
温
か
さ
で
あ
っ
た
り
、
爽
や
か
さ

で
あ
っ
た
り
、
元
気
や
勇
気
を
出
せ
」
と

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
瞬
間
で
あ
る
。

  
「
あ
い
さ
つ
は
大
切
だ
」
こ
の
考
え
方

に
は
誰
し
も
が
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
日
々
の
生
活
の

中
で
実
践
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
で
あ

る
。
そ
の
価
値
観
や
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
て
も
、
具
体
的
に
実
践
し
な
け
れ
ば

ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
私
が
従
事
し
て
い
る
人
権
同
和
教

育
の
仕
事
の
中
身
も
し
か
り
で
あ
る
。

　

「
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
だ
」こ
の
こ
と

は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
私
た
ち

の
身
の
回
り
か
ら
差
別
は
な
く
な
っ
て
い

な
い
。
な
く
な
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、

時
代
や
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
新
た
な
差

別
の
形
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実

だ
。
人
間
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
し
か
生
き
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

私
た
ち
の
生
活
様
式
は
ま
す
ま
す
便
利
に

な
り
文
化
的
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

心
の
豊
か
さ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち

の
生
活
の
中
に
も
変
え
て
は
い
け
な
い
こ

と
、
私
た
ち
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
中
の

一
つ
が
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
か
も
し
れ
な

い
。「
礼
法
」
と
か
「
行
儀
作
法
」
な
ど
と

い
う
言
葉
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
が
、

時
に
は
昔
の
生
活
習
慣
や
あ
い
さ
つ
が
ど

う
だ
っ
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
の
実
践
は
、
自

分
と
相
手
を
大
切
に
す
る
と
い
う
人
権
感

覚
の
高
揚
に
も
必
ず
つ
な
が
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

私
は
自
分
で
、
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ

ー
前
の
道
を
「
あ
い
さ
つ
ロ
ー
ド
」
と
決

め
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
、

中
央
公
民
館
や
市
立
図
書
館
に
行
く
際
に

出
会
う
方
々
に
は
誰
に
で
も
あ
い
さ
つ
を

し
よ
う
と
実
践
し
て
い
る
。
あ
い
さ
つ
の

持
つ
「
不
思
議
な
力
」
が
少
し
で
も
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
。

 東部柔道教室
全国少年柔道大会県予選会2連覇の快挙

　

3
月　

日
、
松
本
市
で
開
催

２２

さ
れ
た
第　

回
全
国
少
年
柔
道

２９

大
会
長
野
県
予
選
会（
団
体
戦
）

で
東
部
柔
道
教
室
が
優
勝
し
、

2
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
、
お
互
い
一
歩
も
譲

ら
ず
代
表
戦
ま
で
進
み
、
小
林

さ
ん
の
体
重
差　
 
㎏ 
を
跳
ね
返

５５

す
積
極
的
な
攻
め
に
よ
り
判
定

で
勝
利
し
全
国
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

監
督
の
上
原
隆
幸
さ
ん
は

「
市
の
教
室
の
チ
ー
ム
が
、
道

場
な
ど
強
豪
が
集
ま
る
大
会
で

2
連
覇
は
快
挙
だ
と
思
う
。
日

頃
の
練
習
を
集
中
し
て
頑
張
っ

て
い
る
成
果
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
全
国
大
会
は
5
月
5
日

に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
出
場
選
手
（
写
真
右
か
ら
）

次
鋒　

友
野　
　

葵
さ
ん（
祢
津
小
5
年
）

中
堅　

上
原
万
智
子
さ
ん（
田
中
小
6
年
）

大
将　

小
林　

耀
平
さ
ん（
祢
津
小
6
年
）

副
将　

羽
柴　

敦
樹
さ
ん（
滋
野
小
6
年
）

先
鋒　

林　
　

大
介
さ
ん （
和
小
5
年
）▲２連覇を達成した選手達
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こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
　
　

保
健
師
で
す

 　
　
　
 
睡  
眠 
、
と
れ
て
い
ま
す
か
？

す
い 
み
ん

 村  松 　 桂  子  保健師
むら まつ けい こ

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
ま
た
、
新
社
会
人

と
し
て
な
ど
新
し
い
環
境
で
1
ヵ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。

　

「
眠
く
て
眠
く
て
‥
‥
」
反
対
に
「
体
が

だ
る
い
の
に
眠
れ
な
い
」「
眠
れ
な
く
て
す

ぐ
目
が
あ
い
て
し
ま
う
」
な
ど
い
ろ
い
ろ

で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
睡
眠
に
は
深
い
眠
り
（
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
＝
体
は
起
き
て
い
て
、
脳
は
眠
っ
て
い

る
状
態
）
と
浅
い
眠
り
（
レ
ム
睡
眠
＝
体

は
眠
っ
て
い
て
、
脳
は
起
き
て
い
る
）
が

あ
り
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
眠
り
は
レ
ム

睡
眠
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
新
生
児
期
は
こ

き
ざ
み
に
昼
も
夜
も
眠
り
ま
す
。
乳
児
期

は
1
日
の
睡
眠
時
間
が
一
番
長
く
な
り
、

レ
ム
睡
眠
の
割
合
は　

パ
ー
セ
ン
ト
を
占

５０

め
ま
す
。
大
人
は　

〜　

パ
ー
セ
ン
ト
く

２０

２５

ら
い
が
レ
ム
睡
眠
で
す
。
乳
児
期
に
は

眠
っ
て
い
る
間
に
脳
内
で
神
経
回
路
を
作

り
、
体
の
運
動
機
能
を
発
達
さ
せ
な
が
ら
、

脳
の
中
の
生
物
時
計
が
で
き
、
昼
間
明
る

く
、
夜
の
暗
い
環
境
や
周
囲
の
人
と
の
か

か
わ
り
を
も
と
に
１
日　

時
間
の
周
期
を

２５

　

時
間
へ
と
作
っ
て
い
き
、
５
歳
か
ら　

２４

１０

歳
の
こ
ろ
に
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
大
人
と
同

じ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が

現
れ
た
後
レ
ム
睡
眠
が
続
く
睡
眠
パ
タ
ー

ン
が
出
来
上
が
っ
て
き
ま
す
。
レ
ム
睡
眠

の
割
合
が
減
り
、
深
い
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

（
熟
睡
）
の
割
合
が
増
え
て
、
夜
に
熟
睡

し
や
す
く
な
り
、
こ
の
間
に
成
長
ホ
ル
モ

ン
が
大
量
に
分
泌
さ
れ
骨
を
伸
ば
し
た
り

筋
肉
を
発
達
さ
せ
た
り
し
ま
す
。「
寝
る

子
は
育
つ
」
と
昔
か
ら
の
い
わ
れ
で
す
ね
。

脳
が
発
達
す
る
こ
と
で
睡
眠
が
上
手
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
早
寝
、
早
起
き
で
体

を
整
え
る
習
慣
が
つ
き
ま
す
。
大
人
に

な
っ
て
も
生
活
習
慣
と
し
て
早
寝
、
早
起

き
は
体
調
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。 〝
あ
た
た

か
い
陽
気
に
な
っ
て
か
ら
だ
の
緊
張
が
と

け
て
眠
く
な
る
〞 〝
新
し
い
環
境
で
脳
を
使

い
過
ぎ
て
眠
く
な
る
〞 〝
満
腹
で
眠
く
な
る

〞
な
ど
自
分
の
眠
り
の
原
理
や
リ
ズ
ム
を

知
っ
て
、
よ
り
よ
い
眠
り
が
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

（２００９年５月）
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マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
に

　
　
　
　

関
す
る
議
論

　

「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」、
日
本
語
で
は
「
栄

養
補
助
食
品
」
と
し
て
、
現
在
多
く
の
も

の
が
市
販
さ
れ
、
普
及
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
は　

種
類
の
ビ
タ

１２

ミ
ン
が
手
軽
に
摂
れ
、
普
段
の
食
事
で
は

補
い
き
れ
な
い
栄
養
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
、
一
般
に
広
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
、

ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
（
N
e
u
h
o
u
s

e
r
ら
2
0
0
9
）
が
出
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
閉
経
後
の
多
く
の
女

性
が
、
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
・
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
服
用
に
よ
っ
て
が
ん
や
循
環
器
疾
患

が
予
防
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
で
、

今
回
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
約　

万
人
の

１６

う
ち
の　

・
5
％
（
7
万
人
弱
）
が
服
用

４１

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
方
た
ち
を
平
均
8

年
間
追
跡
し
て
、
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
の
服

用
の
有
無
に
よ
る
、
各
部
位
の
が
ん
の
発

生
、
各
種
循
環
器
疾
患
の
発
生
、
死
亡
に

関
す
る
危
険
率
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
服

用
し
て
い
な
い
人
に
対
し
て
服
用
し
て
い

る
人
の
危
険
率
は
、
0
・　

〜
1
・　

倍

９６

０７

で
あ
り
、
統
計
的
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
結
果
か
ら
は
、
閉
経

後
の
女
性
に
と
っ
て
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン
は
、

が
ん
や
循
環
器
疾
患
の
予
防
、
寿
命
延
伸

の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
報
告
に
よ
っ
て
マ
ル
チ
ビ
タ
ミ
ン

の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は

あ
く
ま
で
、
現
代
の
食
生
活
で
は
な
か
な

か
十
分
に
取
れ
な
く
な
っ
た
栄
養
を
「
補

完
す
る
」
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
効
果
を
過
大
に
評
価
す
る

こ
と
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
服
用
し
て

い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
本
来
の
食
事
バ
ラ

ン
ス
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
本
末
転
倒

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け

つ
つ
、
そ
れ
で
も
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素

を
「
補
完
す
る
」
と
い
う
考
え
で
活
用
し

た
い
も
の
で
す
。
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス
「ねんきん定期便」が始まりました

　平成21年4月から、公的年金制度に加入している方に送られる「ねんきん定期便」が始まりました。

 「ねんきん定期便」とは 
　国民年金や厚生年金に加入している方が、定期的にご自身の年金記録を確認できるように、これまでの年金加

入記録や年金見込額などの情報をお送りするものです。

 送られてくる時期 
　誕生月に毎年送付されます。

 「ねんきん定期便」が届いたら 
　■まず、届いた封筒の色にご注意ください。

　　○オレンジ色の封筒…年金記録に「もれ」や「誤り」のある可能性が高い方

　　○水色の封筒　　　…それ以外の方

　■「ねんきん定期便」には次のような内容が記載されています。それぞれの内容に誤りなどがないか確認して

ください。

　　○これまでの年金加入履歴　…加入記録に「もれ」や「誤り」はありませんか。

　　○国民年金保険料の納付状況…納付状況に誤りはありませんか。

　　○厚生年金の標準報酬月額等…記載されている金額と当時の実際の報酬が大幅に違っていませんか。

　　※このほかにオレンジ色の封筒

で届いた方には、年金加入記

録に結び付く可能性のある記

録や標準報酬月額の誤りのあ

る可能性について大切な通知

が同封されています。必ず開

封して年金記録を確認してく

ださい。

 「ねんきん定期便」に対する回答 
　届いた回答票の色によって、必ず回答いただく方と必要に応じて回答いただく方に分かれます。

　　○青色の回答票…「ねんきん特別便」に回答していない方や、年金受給が近い５８歳の方、標準報酬月額に誤

りのある可能性がある方には青色の回答票が送付されます。

　　　届いた年金記録に訂正があっても無くても、必ず回答してください。

　　○白色の回答票…届いた年金記録に修正がある場合は回答が必要ですが、修正がない場合は回答の必要はあ

りません。

 疑問やわからないことがある時の問い合わせ先 
　「ねんきん定期便」専用ダイヤル　�0570－058－555　をご利用ください。

●問い合わせ先　「ねんきん定期便」専用ダイヤル 　�0570－058－555
　　　　　　　　小諸社会保険事務所　　　　　　　�0267－22－1080
　　　　　　　　市役所市民課国保年金係　　　　　�62－1111（内線1231）

　平成２１年４月１日から東御市文化協会の事務局が中央公民館生涯学習係に移りまし

た。お間違えのないようお願いします。　中央公民館生涯学習係　�64－5885

事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務局局局局局局局局局局がががががががががが移移移移移移移移移移りりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた事務局が移りました�����������
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〈広告欄〉　

（２００９年５月）

 ５月の納税 （納期限６月１日）

�固定資産税（１期）

�軽自動車税（全期）

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

＋10（＋４）21（49）０（０）21（49）件数

＋17（±０）28（59）０（０）28（59）傷者

－１（－１）０（０）０（０）０（０）死者

市内交通事故統計　３月分　　　　　　

３月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の３月の出動件数＝

火災　３件（７件）　救急87件（250件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成20年３月平成2１年３月

20.0℃（16日） 23.6℃（19日） 最高気温

－6.5℃（６日） －3.8℃（５日） 最低気温

5.4℃　　　　4.6℃　　　　平均気温

71.3％　　　　53.9％　　　　平均湿度

45.0㎜　　　　55.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

　　昼間は忙しくて納めに行く時間がありません。

　　どのようにしたらよいですか？

　　口座振替をご利用ください。口座振替は、預貯金

　　口座から自動的に納付することができ、ご自分で

納める手間が省ける便利な制度です。ご利用いただけ

る金融機関は次のとおりです。

　　信州うえだ農業協同組合　　八十二銀行

　　佐久浅間農業協同組合　　　三井住友銀行

　　上田信用金庫　　　　　　　長野県信用組合　

　　長野銀行　　　　　　　　　長野県労働金庫　

　　ゆうちょ銀行

　口座振替を希望される方は、東御市役所税務課また

は各金融機関窓口で、通帳と通帳に使用している印鑑

をご持参のうえお申し込みください。

　なお、申し込んでから登録がされるまでに３週間く

らい（ゆうちょ銀行は５週間くらい）かかります。納

期限が迫っているものがあれば、その分は現金で納め

ていただくことになります。

　　税金を口座振替で納付するようにしていますが、

　　振替日はいつですか？

　　市県民税・固定資産税などの税目により振替日が

　　異なります。振替日は市役所から発送される「納

税通知書」に書かれた納期限と同じ日ですのでご確認

ください。一括納付の申込みされている場合は、１期

の振替日に年額分がまとめて振替になります。

　なお、振替日前日までには残額をご確認いただきま

すようお願いします。

●問い合わせ先　税務課収税管理係　�62－1111 （内線1181）

問

答

問

答
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クリーンリサイクル係  �63－6814

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

●
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

と
は

　

現
在
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
は
、
東
部
地
区
で
は
、「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」、「
汚
れ
の
落
ち

な
い
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

及
び
「
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
の
３
種
類
に
、
北
御
牧

地
区
で
は
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
と
「
汚
れ
の
落
ち
な
い
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
容
器
包

装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
２

種
類
に
分
別
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

よ
く
、
お
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
こ
と
は
、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
と
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

の
区
別
で
す
。「
容
器
包
装
」
か

「
容
器
包
装
以
外
」
か
の
見
分
け

方
は
「
プ
ラ
マ
ー
ク
（
下
マ
ー
ク

〈広告欄〉

参
照
）」
の
有
無
で
判
断
し
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、「
プ
ラ
マ
ー
ク
」

の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
「
容
器

包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と

な
り
、「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
が
あ
る
も

の
は「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

で
す
。

　

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は

軽
く
水
洗
い
な
ど
し
て
、
汚
れ
を

落
と
し
て
紫
色
の
指
定
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
「
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

●
収
集
し
た
あ
と
は

　

収
集
し
た
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す

る
会
社
に
資
源
と
し
て
引
き
取
ら

れ
ま
す
が
、
収
集
し
た
袋
の
状
態

で
は
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

汚
れ
が
付
い
て
い
る
た
め
リ
サ
イ

ク
ル
に
適
さ
な
い
も
の
や
容
器
包

装
以
外
の
も
の
な
ど
の
混
入
物
を

取
り
除
き
、
運
搬
や
加
工
が
し
や

す
い
よ
う
に
圧
縮
・
梱
包
し
、
初

め
て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
大

切
な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。
混
入
物
が
な
い
よ
う
分

別
を
お
願
い
し
ま
す
。

（２００９年５月）

とうみ

こ
の
プ
ラ
マ
ー
ク
の

付
い
た
も
の
の
み
が

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
で
す
。

悪
質
商
法
か
ら
お
財
布
を
守
ろ
う

　
　
　
       
ケ
ー
タ
イ
（
携
帯
電
話
）
ト
ラ
ブ
ル

 
企
業
を 
騙 
る

か
た

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺

　

携
帯
電
話
に
は
、
と
き
ど
き

送
信
者
が
わ
か
ら
な
い
不
審
な

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
が
、
中
に

金
融
機
関
や
電
話
会
社
か
ら
の

連
絡
と
偽
っ
た
悪
質
な
詐
欺

メ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に

　
　

遭
わ
な
い
た
め
に
】

　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や
架
空
請
求

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

不
審
な
メ
ー
ル
に
返
事
を
し
な

い
こ
と
！

　

迷
惑
メ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
機

能
な
ど
を
活
用
し
、
詐
欺
メ
ー

ル
を
受
信
さ
せ
難
く
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ー
ル
本
文
に
〝
今
な
ら
無

料
！
〞 や 〝
当
選
し
ま
し
た
！
〞 、

〝
あ
な
た
だ
け
〞
な
ど
の
誘
い

文
句
は
要
注
意
！

　

詐
欺
サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
U

R
L
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

画
像
や
文
書
の
住
所
を
示
す
情

報
の
こ
と
）
が
必
ず
本
文
中
に

載
っ
て
い
る
た
め
、
要
注
意
！

複
数
載
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

送
信
元
ア
ド
レ
ス
が
頻
繁
に
変

わ
る
た
め
、
要
注
意
！　

架
空

の
ア
ド
レ
ス
が
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
い
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行

「
く
ら
し
の
豆
知
識　

」か
ら
）

０９

　

万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
お
困
り
に
な
っ
た

場
合
は
、
警
察
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

〈
警
察
署
〉

　

（
東
部
地
区
）

　

上
田
警
察
署
�　

－

０
１
１
０

２２

　

東
御
市
交
番
�　

－

０
１
０
４

６２

　

（
北
御
牧
地
区
） 

　

望
月
警
察
署

　

�
０
２
６
７－

　

－

０
１
１
０

５３

〈
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
〉

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
 　
  
�　

－

８
５
１
７

２７

〈
市
役
所
〉

　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
  
�　

－

５
８
９
６

６４
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玄関から、玄関まで。

デマンド交通システム
「とうみレッツ号」利用者１０万人達成
　４月３日、デマンド交通システム「とうみレッツ号」の
利用者が１０万人を達成し、運営主体の東御市商工会が田中
駅前ロータリーでセレモニーを行いました。
　とうみレッツ号は、平成１８年１０月にスタート、利用者は
その利便性が地域に浸透していくにつれ利用者数、登録者
数ともに増加していき、この日記録達成となりました。１０
万人目となった丸野美知恵さん（白鳥台・写真左から４人
目）は、「運転免許が無いので、病院やゆうふる tanaka 
に行くのにいつも利用している。とても助かっている。」
と話していました。
　セレモニーは、１０万人前後賞の皆さんも参加の中、くす
玉割りをしてお祝いをしました。

自らの地域は自らが守る
平成21年度東御市消防団任命式
　４月５日、文化会館サンテラスホールで東御市
消防団任命式が行われました。今年度は、新たに
入団された団員53名をはじめ、部長や副部長な
ど204名が任命されました。新入団員を代表して
下八部の鳴沢慎也さんが「良心に従い、忠実に消
防の義務を遂行していきます」と力強く宣誓し、
掛川団長からは「現在の社会情勢のなかで活動を
続けていくことは厳しいこともあるかと思います
が、仲間と訓練に励んだ経験は必ず人生の糧とな
るでしょう」と歓迎のことばがかけられました。
　同日、幹部および新入団員を対象とした規律訓
練と機関点検が行われ、消防団員としての規律の
確認や有事の際の備えを行い、新年度が本格的に
スタートしました。
●本年度は、幹部役員の皆さんの変更はありませ
ん。

▲掛川団長が新部長などに
　任命書を渡す

（２００９年５月）

明るい交通社会を目指して
春の全国交通安全運動

　子どもと高齢者の交通事故防止を基本目標に、
４月６日から１５日まで春の全国交通安全運動が
行われました。市内では、「田中」交差点や「島
川原」交差点などで交通指導所が開設され、交
通指導員・交通安全協会役員や警察官などが参
加し、通勤途中のドライバーにチラシを配り啓
発活動を行いました。
　島川原の交通指導所が開設された１０日には、
花岡市長が望月署管内を警察官とパトカーに同
乗し、交通安全運動の広報が行なわれました。
　またこの期間中、新学期を迎えた北御牧小学
校では交通安全教室を開催し、歩行者用信号の
見方や横断歩道の渡り方など交通ルールの基本
を警察官や交通安全協会の皆さんから学びまし
た。

▲くす玉を割り記録達成を祝う

▲「安全運転おねがいしま
　す！いってらっしゃい。」
　（交通安全指導所
　　「田中交差点」/4月6日）

▲新入団員の規律訓練

▲「おうちに帰ってもしっかり守ってね。」
　 （北御牧小学校交通安全教室/4月１０日）
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

４
・
７
▼
東
御
清
翔
高
校
入
学
式

４
・　

▼
行
政
相
談
委
員
2
名
が
総
務

１５

省
の
委
嘱
を
受
け
る
（
同
日
、

花
岡
市
長
に
報
告
と
あ
い
さ

つ
）

４
・　

▼
早
起
き
野
球
大
会
開
幕
式

１９

　
　
　
　

（
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）　１２

チ
ー
ム
参
加　

〜
８
月
中
旬

ま
で

　
　
　
　

　
　
　
　

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
開

幕
式
（
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
）　

チ
ー
ム
参
加　

〜
８

３７

月
下
旬
ま
で

地域で国技に取り組む
和子ども相撲大会

　4月11日、和商工会主催の第59回和子ども相撲大会が和
小校庭にある土俵で行わ
れました。幼児の部、次
いで1年生から順に取り
組みが進み、白熱した高
学年の一番一番には力強
い掛け声と、大きな歓声
が上がっていました。子
どもたちの健やかな成長
を願い、地域が一体と
なった1日でした。

　３月２８日、文化会館サンテラスホールで祢津地区創
作歴史オペレッタ『僕らが見てた、山桜』が上演され
ました。昨年６月より小学生や市民有志など総勢約
100人が参加し、祢津地区の歴史を題材にストーリー
や衣装、舞台演出まで一から作り上げられました。現
代の子どもたちが戦国時代にタイムスリップし、当時
の歩き巫女や農民の生活を体験し、再び現代に戻って
きて、地域の助け合いや自然を大切にし、平和に感謝
するというストーリー。出演者の熱演、和太鼓の演奏
など終演を迎えたときには、感動・称賛の拍手が会場
中に響き渡りました。

地域で作り上げた成果を披露
祢津地区創作歴史オペレッタ上演

　4月19日、第1体育館でスポーツ教室の開講式が行われ
ました。体育館いっぱいに集まった参加者は幼児から一般

市民、２１種目に約650
人。小山体育協会長
から「辛い時も前向
きに取り組んでくだ
さい。素晴らしい思
い出として残るでし
ょう。」と参加者に
激励のことばがおく
られました。

高まる健康意識  市民1スポーツを目指して
スポーツ教室合同開講式開催

▲ステージ上の関係者に大きな拍手が送られました

東御ロータリークラブ防犯ブザー寄贈
　３月２６日、東御ロータリークラブから市内の新１年生の
ために、防犯ブザーが寄贈されました。東方良夫会長ら３

名が市役所を訪れ、
約３００個 の 防 犯 ブ
ザーが「使われるこ
とがないよう願っ
て」と花岡市長に手
渡されました。寄贈
された防犯ブザーは、
小学校入学式の日に
新入生へ配布されま
した。

　３月３０日、東御市土地開発公社が造成工事を進めてきた
鞍掛工業団地（面積約8.4ヘクタール）の土地を購入する

売買契約に、日信工
業㈱（上田市国分）
の窪明弘社長と土地
開発公社理事長の花
岡市長とで調印がさ
れました。
　新工場建設計画は、
本年末をめどに方針
が決定されます。

｢鞍掛工業団地」土地売買契約に調印

（２００９年５月）

▲東方会長から花岡市長にブザーが手渡される▲窪社長と花岡理事長

▲
歩
き
巫
女
と
の
シ
ー
ン

▲真剣な取り組みが続いた▲式の最後に教室ごと説明を聞く参加者
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▼
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
生

活
を
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
や
新
社
会

人
の
皆
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
の
希
望

が
生
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が

訪
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼
私
も

新
生
活
を
迎
え
た
一
人
。
4
月
よ
り

市
報
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
取
材
先
で
は
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の

笑
顔
や
ご
協
力
に
よ
り
5
月
号
の
校

了
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。
取
材
先
で

の
皆
さ
ん
の
思
い
や
季
節
感
を
誌
面

で
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
伺
い
し
た
際
に
は
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
こ
の
4

月
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
天
気
が
市

内
の
桜
を
一
斉
に
満
開
に
し
、
雨
が

桜
を
散
り
急
が
せ
て
い
ま
し
た
。
天

候
に
よ
り
日
ご
と
、
1
日
の
中
で
も

昼
夜
の
温
度
差
が
激
し
い
こ
の
時
期
、

皆
さ
ん
体
調
を
崩
さ
ず
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
野
山
は
山
菜

の
シ
ー
ズ
ン
。
自
然
の
大
い
な
る
力

を
吸
収
し
、
ま
す
ま
す
活
動
的
に
な

る
季
節
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,474世帯（＋２）

総人口

31,913人（－63）

男 15,656人 （－29）

女 16,275人 （－16）

（４月１日現在）

人の動き

転入204人（＋115）

転出264人（＋176）

出生  25人（＋４）

死亡  28人（－１）

 ※カッコは３月対比

て
い
ま
し
た
。
教
室
は
広
い
の
で
大
き

い
声
で
話
す
の
も
は
ば
か
ら
れ
る
し
、

席
を
立
つ
の
も
ど
う
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
食
後
に
担
任
の
先
生
に
マ

ナ
ー
違
反
で
あ
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
大
変
ほ
っ
と
し
た
経
験
で
す
。

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

　

食
事
の
マ
ナ
ー
は
小
さ
い
頃
か
ら
繰

り
返
し
教
え
て
い
く
こ
と
で
身
に
付
く

も
の
で
す
。
あ
い
さ
つ
・
姿
勢
・
箸
使

い
な
ど
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
見

て
い
な
い
と
い
つ
の
間
に
か
崩
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
原
因
は
子
供
の
成
長
と
と

も
に
親
も
子
供
も
忙
し
く
な
り
、
家
族

一
緒
に
ゆ
っ
く
り
食
事
を
と
る
こ
と
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
、
親
の
食
べ
方

の
ま
ね
を
し
、
教
わ
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
学
校
給
食
の
時
間
で
は
テ

レ
ビ
を
つ
け
て
食
事
す
る
こ
と
は
無
い

で
す
し
、
１
人
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
集
団
で
食
事
を
す
る
の
で
家

庭
で
の
マ
ナ
ー
に
プ
ラ
ス
し
た
も
の
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
給
食
の
ク
ラ
ス
訪

問
時
、
私
か
ら
１
番
遠
い
班
の
子
供
た

ち
が
、
私
の
ほ
う
を
指
さ
し
て
話
を
し

　

こ
ん
な
風
に
学
校
で
は
大
勢
と
楽
し
く
食
事

を
す
る
た
め
の
社
交
マ
ナ
ー
が
よ
り
重
要
に
な

り
ま
す
。
又
、
残
飯
と
ゴ
ミ
の
分
別
も
子
供
一

人
ひ
と
り
が
行
い
ま
す
。
間
違
う
と
食
器
を
返

却
す
る
給
食
当
番
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
感
心

す
る
ほ
ど
し
っ
か
り
出
来
て
い
ま
す
。

　

給
食
は
年
間
約
２
０
０
回
、
家
庭
で
の
食
事

の
ほ
う
が
は
る
か
に
多
く
、
食
育
の
中
心
は
家

庭
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
の
マ
ナ
ー

が
給
食
を
食
べ
て
い
る
際
に
知
ら
ず
し
ら
ず
の

う
ち
に
出
る
た
め
、
学
校
で
も
し
っ
か
り
見
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
生
通

用
す
る
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
も
ら
い
、
社
会
に
送

り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

教
育
課

　
　

主
任　

堀
川
千
尋

②

「
家
庭
と
学
校
で
の
食
事
マ
ナ
ー
」

▲「当番さんありがとう」

▲「いただきます」


